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シリーズ「瀬々野浦の石」８ 

タマゴ石 

大内浦・赤落・柞(ﾕｽ)ノ木・屋床･大迫方面への農道の峠

にあったのがタマゴ石である。もちろん卵型の石であるか

らタマゴ石。坂ン下を登っても松板(ﾏﾁｲﾀ)から登ってもちょ

うど一息入れるにふさわしい場所に鎮座していた。大人が

荷をおろしたり、かるうたりするに、手頃な高さでもあっ

た。田に行く人も、田から帰る人もここで憩(ﾖｸ)うた。まさ

にカミノケーシ（上の憩石：かみのよけえいし）である。

坂ン下からも、松板からもカミノケーシに登るには、急坂

であった。 

この記事を読まれる人の中にもトーラや薪(ﾀｷﾓﾝ)を背負うて肩にカンニイヨウの重さがくい込んだ松板

道を思い出す人も多いだろう。高知(ｺｳﾁ)ビッタを眺めると雄大な景色が広がった。常緑樹林帯の山ひだの

迫々(ｻｺｻｺ)には大迫・屋床・柞ノ木・赤落・上野竹・松板の棚田群が点在した。男衆（ｵﾄｺｼ）は刻み煙草

をトンコツからつまみだし煙管(ｷｾｰｲ)に詰めて一服した。 

祖父や父が吸う紫煙が空にたゆたい、その匂いがただよう姿が今も目に浮かぶ。タマゴ石には山桜の木

が二・三本あった。今でも旧道跡に分け入ってみると、生い繁った木々に囲まれて申し訳なさげに残る。

石は旧地から 30ｍ程東に移された。  （投稿：史傳）

 

雨後の落石に注意 


